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図書館での調べものについての基礎知識 

☆図書館で本を探すには？ 

図書館内に設置しているOPAC
オ パ ッ ク

（利用者検索端末）や図書館ホームページ

から利用できるWEB
ウ ェ ブ

-OPAC
オ パ ッ ク

（インターネット利用者検索端末）で資料を検

索することができます。 

 

OPAC画面 

検索するときは AND検索（入力した

キーワード を含む ）を上手く活用

しましょう。 

 

「東京オリンピック」で見つけたい

資料が見当たらない場合 

「東京 オリンピック」と間にスペ

ースを入れ区切って検索することで、

より多くの資料が HITするようになります。 

また、「五輪」と「オリンピック」のように同じ意味の言葉でも違う表現を

している資料もあります。キーワードの組み合わせ次第で検索結果も変わ

るので試してみましょう。 

 

検索される資料が多すぎるときは、 

絞り込む を使うと「この館に今あるも

の」や「この館で所蔵しているもの」

だけを表示することができます。 
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背のラベル 

図書館内に設置しているOPAC
オ パ ッ ク

では、資料についてのレシートを印刷する

ことができます。 

 

所蔵館 

本を置いている館を示します。 

「大井」以外の場合は、予約して各館

への取り寄せが可能です。 

 

排架場所 

大井に所蔵がある場合、「開架」「ティ

ーンズ」「事務室」「倉庫」が表示され

ます。 

「事務室」「倉庫」と表示されている資

料は、図書館スタッフがお持ちします

ので、資料のレシートをカウンターで

ご提示ください。 

 

請求記号 

本の場所を示します。本の背に貼られたラベルと一致しており、分類番号と図

書記号から成り立っています。 

 

例：桝本直文著『オリンピックは平和の祭典』 

 

→分類番号：780.6 

→図書記号：著者「桝本直文」の頭文字「マ」 

※日本の現代小説（913.6）と旅行ガイドはラベルがありません。 

 

 

 

 

780.6 

マ 
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品川区立図書館の本は、日本十進分類法によって整理されていますが、 

一部、別置きにしている資料があります。 

 

 

※別置きされている資料 

 請求記号の前にアルファベットがついている資料は、コーナーごとにま

とめて配置されています。（館内案内図を参照） 

 

 

 

 

 

 

※「所蔵データはありません」と印字されている場合 

 品川区内のどの図書館にも所蔵していない資料です。 

 品川区内に在住の方（水色の利用カードをお持ちの方）は、リクエスト

が可能です。 

 

 

 

B（文庫）、R（参考資料）、V（大型資料）、 

G（旅行ガイド）、L（大活字本）、T（地域資料）、 

「589」「59」で始まる本（家事に関する本） 
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伊藤博文について調べる 

伊藤博文に関する調べ方のガイドです。 

 

☆調べ方の案内☆ 

① 参考図書を見てみよう 

百科事典や専門分野の事典（辞典）など、参考図書をつかって情報を集

めましょう。テーマをより詳しく知ることや、新たなキーワードを増や

すことができます。 

 

排架区分 請求記号 書名（著者・出版社） 

参考資料 R281/シ/ 人物ゆかりの旧跡・文化施設事典 

（日外アソシエーツ） 

参考資料 R281/メ/ 明治維新人名辞典 

（日本歴史学会/編・吉川弘文館） 

参考資料 R281/メ/1 明治大正人物事典 1 

（日外アソシエーツ） 

 

 

② 検索端末を使ってみよう 

OPAC（利用者検索端末）やWEB-OPAC（インターネット利用者検索

端末）で検索して図書を探してみましょう。 

 

〈主なキーワード〉 

伊藤博文  明治維新  初代内閣総理大臣  立憲政友会 

韓国統監府  初代韓国統監  ハルビン駅  安重根  
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③ 図書を本棚で探してみよう 

図書の背には検索端末で調べたときの表示と同じ【請求記号】のラベル

がついています。排架区分や館内案内図を参考に【請求記号】をたより

にして図書を探しましょう。 

 

たとえば「伊藤博文」に関するこんな図書があります。 

排架区分 請求記号 書名（著者・出版社） 

開架（文庫） B289.1/イ/ 伊藤博文 

（伊藤之雄/著・講談社） 

開架 210.6/メ/ 明治史講義 人物篇 

（筒井清忠/編・筑摩書房） 

開架 289.1/イ/ 伊藤博文公の最期 

（黒崎裕康/著・地久館出版） 

開架 289.1/イ/ 韓国人が知らない 安重根と伊藤博文の

真実 （金文学/著・祥伝社） 

開架 289.1/イ/ 初代内閣総理大臣 伊藤博文の生涯 

（伊藤公資料館） 

 

 

④ 雑誌・新聞で調べてみよう 

〈雑誌〉 （品川区内所蔵雑誌） 

雑誌名 出版社 

『新潮 45 2018/02』 

新連載 総理と女たち〈１〉 

伊藤博文とふたり目の妻・梅子■福田和也 

新潮社 

『Voice 2019/06』 

COLUMN 歴史論争 伊藤博文と朝鮮■渡辺惣樹 

PHP研究所 
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●インターネットを使って、雑誌記事・論文を探す 

1 「国立国会図書館オンライン」（NDL ONELINE） 

https://ndlonline.ndl.go.jp/ 

国立国会図書館の所蔵資料及び国立国会図書館で利用可能なデジタルコン

テンツを検索できます。 

 

2 「CiNii（サイニィ）：NII論文情報ナビゲータ」 

 https://ci.nii.ac.jp/ 

論文、図書・雑誌や博士論文などの学術情報で検索できるデータベース・

サービスです。 

 

〈新聞〉 

●原紙・縮刷版 

 新聞コーナーにあります。当月分と過去 2か月分保存してありますので、

必要の際はカウンターまでお声がけください。 

 縮刷版は現物の新聞をそのまま縮小して冊子体にしたもので、巻頭の索

引を使うと関連するテーマの新聞記事が検索できます。 

 

 

⑤ インターネットで調べる 

インターネットでは新しい情報を知ることができます。ただし情報元な

どを確認して、信頼のおける情報かどうか注意が必要です。 

 

●関連サイトの紹介 

1 国立国会図書館 近代日本人の肖像 伊藤博文 

https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/12.html 

参考（こんな探し方もあります） 

https://ndlonline.ndl.go.jp/
https://ci.nii.ac.jp/
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2 国立国会図書館憲政資料室—伊藤博文関係文章 

  伊藤博文関係文書（その 1） 

  https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/itouhirobumi1.php 

伊藤博文関係文書（その 2） 

  https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/itouhirobumi2.php 

伊藤博文関係文書（ＭＦ：個人蔵） 

  https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/itouhirobumi3.php 

 

3 野島公園/旧伊藤博文金沢別邸 

    http://www.hama-midorinokyokai.or.jp/park/nojima/  

 

4 萩市観光協会公式サイト 

  https://www.hagishi.com/ 

 

5 ツアーガイドひかり 光市観光協会公式ウェブサイト 

  https://www.hikari-kanko.org/tourism/伊藤公資料館/ 

 

６ しながわ観光協会 

  https://shinagawa-kanko.or.jp/spot/itouhirobumikumonjo/ 

 

 

⑥ 類縁機関の紹介 

1 伊藤公資料館 

山口県光市大字束荷 2250番地 1  Tel：0820-48-1623 

2 伊藤博文公墓所 

  東京都品川区西大井 6-10-18 

 

 

https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/itouhirobumi1.php
https://www.hagishi.com/
https://www.hikari-kanko.org/tourism/伊藤公資料館/
https://shinagawa-kanko.or.jp/spot/itouhirobumikumonjo/
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西大井駅から 3分ほど歩くと、伊藤博文公墓所の正門が見えてくる。通常は非公開。 

墓所内の様子。写真は伊藤公墓所の正面。隣には梅子夫人の墓がある。 

写真協力/公益財団法人 防長倶楽部 

伊藤博文公墓所 

東京都品川区西大井 6-10-18 
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